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学校給食栄養管理システム「カロリーメイク」 

 

１ 概 要 

  導入時期 平成 17 年度 

  導入状況 340 調理場 

  他県状況 愛知県が初導入 

  機  能 献立作成（献立表作成、見積書作成、発注書作成、 

給食管理帳票（日誌等）作成、等 

 

２ 発注処理システムフロー 

  ＜標準的な使用例＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 使用状況 

 ・ 献立（案）作成にシステムを使用（栄養成分、必要食材料等の計算） 

・ 物資選定委員会等で献立、必要食材、数量、納入業者を決定 

 ・ 決定した献立に食数等を入力 

 ・ 米、パン等の基幹物資については、システムを使用していない。 

システム使用 

物資選定委員会による商品、価格、納入業者決定

献立作成委員会での検討 

献立案入力 

発 注（ＦＡＸ送信） 

増食・欠食入力、発注書作成 

複数業者へ見積・商品規格資料等の提出依頼 
物資選定委員会へのサンプル提供依頼

決定物資データ入力、献立決定 

必要食材、概算数量把握 

調理室手配表等帳票作成 

汎用様式

見積書作成（品名、規格、数量、見積条件）
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４ 問題点 

  ・ 給食会商品の栄養成分等詳細データを搭載できる。 

  ・ コマンドに給食会専用の発注書作成がある。 

  ・ オンラインで発注できる。 

 

＜ 給食会商品による献立からの発注の例＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      ※汎用様式作成も可能 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 改善の方向性 

 ・ システムを使用する者の意識により、安易な使用が可能なシステムとな

っていることから、業務の効率化に資する汎用的な機能は維持しつつ、特

定の業者への発注につながる機能を切り離すよう学校給食会と協議 

 ・ 食育や地産地消の推進など、県の取組の方向性に沿ったオプションの追

加など公益に資する改善についても今後検討 

献 立 案

発 注（システムからインターネットを通じて送信） 

給食会へ見積・商品規格資料等の提出依頼 

決定物資データ入力、献立決定、増食・欠食入力 

必要食材、概算数量

調理室手配表等帳票作成 

見積書作成（品名、規格、数量、見積条件） 

給食会専用発注書作成

給食会商品を使用 
（給食会ＨＰからリストをダウンロード、 
システムにインストール） 

システムから 
切り離すべき 

発 注 

システムから

切り離すべき

簡単に給食会

に食材の発注

ができる。 

汎用様式で作成した発注

書を比較検討後の事業者

に FAX 等するよう改善を

図る 


